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【要旨】 

超短パルスレーザー光源の進展に伴い、物質の様々な光誘起過渡現象を捉える超高速分光法が開発されてきた。最近では、パルス波形整形技術とフェム

ト秒分光技術を組み合わせることにより、分子や固体の振動、光化学反応をコヒーレントに制御する研究も盛んに行われている。一方、超高速分光は通

常ポンプ・プローブ光対を繰り返し利用するため、光劣化の激しい生体系・有機系試料や固体中の不可逆な過渡現象を捉えるのには困難を伴う。このた

め、繰り返し測定困難な超高速光誘起現象に関する分光研究は必ずしも進展してないのが現状である。 

 そこで我々は、最近、上記の問題を克服する「時間・周波数 2 次元実時間イメージング分光法」の開発を行っている。この手法では、Ni ブロック上

にミクロンオーダーの精密なステップ構造を作製し（反射型エシェロン）、これを光学遅延発生素子として用いることにより、シングルショットベース

で光応答の時間・周波数情報を取得する。この分光技術を駆使して、我々はこれまで、フェムト秒光パルス自身の位相・スペクトル情報の評価や強誘電

体フォノンポラリトン伝播の検出に成功している[1-3]。 

 本セミナーでは、シングルショット分光技術の最近の進展を紹介するとともに、我々が行っているいくつかの物性計測･強誘電体フォノンポラリトン

伝播のイメージング計測とコヒーレント制御、生体系サンプルの光応答の広帯域シングルショット計測･についても紹介したい。 
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問い合わせ： 物理科学専攻 溝口 幸司（ 内線 : 4068   email : k.mizoguchi@p.s.osakafu-u.ac.jp ） 


